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蓬田小学校父親参観日

あ
こ
　

が
れ

父

へ

の

瞳

憬

僕
の
か
父
さ
ん
は
大
き
く
強
く
大
木
の

よ
う
だ
。

誰
に
も
負
け
な
い
力
持
ち
の
横
綱
だ
よ
。

ど
ん
な
暴
風
ｍ

雪
に
も
め
げ
な
い
よ
。

僕
の
お
父
さ
ん
は
大
黒
柱
の
よ
う
だ
。

ど
っ
か
と
横
座
に
あ
ぐ
ら
し
て
押
し
て

も
引
い
て
も
小
ゆ
る
ぎ
し
な
い
。

い
つ
で
も
家
中
を
に
ら
む
仁
王
様
だ
よ
。

僕
の
お
父
さ
ん
は
厳
し
い
よ
。

曲
っ
た
こ
と
は
大
嫌
い
。
い
つ
で
も
、

何
ん
で
も
判
る
顔
色
し
て
い
る
よ
。

僕
の
お
父
さ
ん
は
働
き
者
の
一
人
者
。

顔
や
肌
は
赤
銅
色
。

毎
日
暇
な
く
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
通
し
。

腕
や
指
は
節
く
れ
立
っ
て
る
が
目
に
つ

く
よ
。

そ
れ
で
も
僕
は
お
父
さ
ん
が
大
好
き
。

大
き
く
な
っ
た
ら
お
父
さ
ん
の
よ
う
に

な
り
た
い
な
。

舘報　

蓬 門



蓬　　　　　　 門さんけい

本
年
度
御
米
の
献
穀
者

に
蓬
田
の
篤

農
家
武
井
一
郎
氏
が
認
定
さ
れ
、
そ
の

家
族
一
名
（
妻
）
と
関
係
者
と
し
て
村

長

が
皇
居
に
参
内
、
賢
所
参
集
所
に
於

て
つ

ゝ
が
な
く
献
上
を
済
ま
せ
て
純
農

村
た
る
本
村
の
名
誉
と
面
目
を
果
た
し

た
。秋
に
十
月
二
十
九
日

午
前
八
時
三
十

分
坂
下

門
か
ら
黒
塗
の
乗
用
車
に
て
参

入
前
庭
に
下

車
、
徒
歩
に
て
参
集
所

に

入
り
午
前
九
時
献
穀
の
間
に
於
て
献
納

式

が
行
な
わ
れ
北
海
道
に
次
い
で
目
出

度
く
献
納
し
た
。
ち
な
み
に
式
次
第
を

披
露
致
し
ま
す
と

時
刻
献
穀
者
手
水

次
献
穀
者
以
下

廊
下

に
整
列

献
穀
者
は
献
穀
を
捧
持
し
て
先
頭
に

立
つ

右
米
・
左
粟
家

族
及
び
県
関
係
者
は

後

に
従
う

次
献
穀
者
以
下

参
進
「
献
穀
の
間
」

に
入
る

献
穀
者
を
先
頭

に
室
内
に
入
り
献
穀

者

は
献
穀
を
白
木
の
八
足
机
の
上
に

置

き
右
米
・
左
粟
み
ず
か
ら
箱
の
蓋

を
は
ず
し
米
及

び
粟
が
拝
見
で
き
る

よ
う
に
袋
の
囗
を
開

い
て
一
礼
す
る

家
族
は
献
穀
者

の
後
に
立
ち
県
関
係

者
は
向

か
っ
て
左
側
に
一
列
に
侍
立

す
る

次
掌
典
補
県
名
献
穀
の
種
類
品
種
名

量
及
び
献
納
者
の
氏
名
を
奏
読
す
る

次
掌
典
献
穀
を
拝
見
（
先
米
次
粟
）

終
わ
っ
て
受
納
の
旨
を
申
す

次
献
穀
者
以
下

「
献
穀
の
間
」
を
退

去
し
休
所
に
入
る

さ
て
賢
所
は
宮
中
三

殿
の
一
つ
で
あ

り
従

っ
て
建
物
の
外
観
は
全
く
御
宮
の

様
で
内

部
は
白
木
白
壁
造
り
で
実
に
清

素
な
も
の
と
拝
観
致
し
ま
し
た
。
掌
典

の
衣
服
は
全
く
神
官
同

様
で

あ
り
、
又

私
共

は
略
礼
服
と
定
め
ら
れ
た
。
わ
ず

か
の
時
間
乍
ら
本
当
に
厳
粛
そ
の
も
の

で
全
く
緊
張
致
し
ま
す
。

終
っ
て
一
同

（
北
海
道
及
び
東
北
六

県
関
係
者
）
吹
上
御
所
門
前
に
整
列
両

陛
下

の
御
面
接
を
賜
り
先
に
天
皇
陛
下

の
御
言

葉
、
次

い
で
作
柄
の
御
下

問
あ

ら
せ
ら
れ
北
海
道
、
北
東
北
三
県
代
表

（
岩
手
）
南
東
北
三
県
代
表
（
宮
城
）

夫
々
の
知
事
御
奏
上
。
皇
后

陛
下

よ
り

御
体
を
大
切

に
と
の
御

い
た
お
り
の
御

言
葉
を

賜
わ
り
両
陛
下

の
万
才
を
三
唱

し
て
一
切

の
儀
式
が
終
了
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す

。

私
達
は
引
続

き
皇
居
内

拝
観
が
許
さ

れ
た
の
で
東
御
苑
を
も
参
観
し
午
後
四

時
頃
県
の
宿
泊
所

に
皈
り
全
日
程
を
終

丁
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
光
栄
に
浴
し
村

の
恩
義
に

Ｉ
し
お
の
感
謝
を
自
覚
致
し

ま
し
た
。
ど
う
か
特

に
農
業
後
継
者
の

皆
さ
ん
に
は
よ
り
よ
く
精
励
し
て
農
魂

を
養

い
こ
の
村

の
謗
り
を
後
世
に
伝
え

ら
れ
ん
事
を
切
望
し

て
止
み
ま
せ
ん

。

昭
和
5
2
年
度
新
嘗
祭
献
穀
者
と
し

て

蓬

田
　

武
井
　

一
郎

新

嘗
祭
は
古
く

か
ら
行
わ
れ
て

い
る
宮

中
に
お
け
る
重
要
な
古
式

行
事
の
一
つ
と

し
て
毎
年
十
一
月
二
十
三
日

と
決
っ
て

い

る
こ
と
で
あ
る
が
献
穀

は
全
国

各
県
よ
り

出
来
秋
の
新
穀
を
天
皇

陛
下

に
献
上
す
る

儀
式
で
あ
っ
て
去

る
十
月
二

十
九
日
皇
居

賢
所
で
行
わ
れ

た
。

異
常
低

温
と
冷
害
の
悪

条
件
下

に
今
年
の

献
穀
者
と
し
て
通
達

の
あ
っ
た
四

月
の
播

種
期
か
ら
育
苗

に
重
責

を
担
っ
て
青
森
県

奨
励
品
種
ア
キ
ヒ

カ
リ
を
供
し
、
五
月
二

十
五
日
幸

い
好
天

に
恵
れ
献
穀
田

は
神
官

の
祈
祷
式
の
行

っ
た
後
蓬
田

村
役
場
を
始

め
県
関
係
者
及
村
農

協
農
業

改
良
普
及
所
、

県
農
試
外
、
村
内
関
係
者
多
数
の
立
会
い
の

も
と
に
し
め
や

か
に
田

植
え
が
行
わ
れ
た
。

水
及
び
肥
培
管
理

も
さ
る
こ
と
乍
ら
天
候

も
必
ず
し
も
良
く
な

か
っ
た
た
め
、
果
し

て
献
穀
の
使
命
達
成

は
出

来
る
か
ど
う

か

が
懸
念
さ
れ

た
、
田

植
後
予
想
通
り
東
風

も
多
く
度
毎
の
不
安

は
続
い
た
が
七
月
七

・
八
日
よ
り
は
意
外

の
高
温
に
恵
れ
八
月

十
七
日
出
穂

の
際

は
梢
々
安
心
は

い
た
し

た
も
の

ヽ
ス

ダ
レ

ま
で
張

っ
た
位
で
し

た
。

そ
の
後
降
雨
量

も
少

く
登
熟
も
割
合
順
調

に
経
過

さ
れ

、
十
月

十
日

願
い
か
な

っ
て

献
穀
田
は
喜

び
の
稲
刈

り
を
す
る
こ

と
が

出
来
だ
。
田
植
当
時
か
ら
冷
害
を
予
想
し

て
、
品
種
は
ア
キ
ヒ
カ
リ
の
外
、
不
系
一

一

言
万
を
も
供
試
し
た
が
難
な
く
当
初
よ

り
計
画
通
り
「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」
を
献
上
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
（

サ
掛
乾
燥
で
脱
穀

の
後
籾
摺
調
整
並
び
に
精
米
は
県
農
業
試

験
場
へ
ご
依
頼
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る

が
幸
い
に
思
っ
た
以
上
の
良
質
と
あ
っ
て

一
増
そ
の
意
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。
更

に
家
族
挙
っ
て
選
米
を
お
こ
な
い
、
献
穀

献
納
日
は
県
よ
り
通
達
十
月
二
十
八
日
と

決
ま
っ
た
、
終
始
蓬
田
村
坂
本
村
長
も
後

援
者
と
し
て
付
添
わ
れ
、
県
農
林
部
よ
り

は
工
藤
課
長
補
佐
、
三
浦
係
長
及
び
青
森

県
東
京
事
務
所
よ
り
は
行
政
連
絡
課
の
三

上
主
査
の
案
内
に
よ
り
二
十
九
日
八
時
三

十
分
皇
居
坂
下
門
よ
り
参
入
す
る
こ
と
に

な
り
、
青
森
県
と
し
て
は
精
米
と
精
粟
と

の
二
組
で
帯
同
八
名
、
宮
中
賢
所
参
集
場

に
入
る
こ
と
が
出
来
、
よ
う
く

に
し
て

水
稲
村
を
謗
る
蓬
田
村
産
米
を
献
上
す
る

幸
運
に
目
ざ
め
た
。
献
穀
献
納
式
次
第
は

お
ゝ
む
ね
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
午
前
九

時
献
穀
者
手
水
、
献
穀
者
以
下
廊
下
に
整

列
、
献
穀
者
は
献
穀
を
捧
持
し
て
先
頭
に

立
ち
、
右
米
、
左
粟
、
家
族
及
び
県
関
係

者
並
び
蓬
田
村
長
後
に
従
う
。
次
い
で
献

穀
者
以
下
参
進
し
、
「
献
穀
の
間
」
に
入

る
、
献
穀
者
を
先
頭
に
室
内
に
入
り
、
献

穀
者
は
献
穀
を
白
木
の
八
足
机
の
上
に
置

き
、
み
ず
か
ら
箱
の
蓋
を
は
ず
し
、
米
及

び
粟
の
拝
見
出
来
る
よ
う
に
袋
の
囗
を
開

い
て
一
礼
す
る
、
家
族
は
献
穀
者
の
後
に

立
ち
、
県
関
係
者
は
向
っ
て
左
側
に
一
列

に
侍
立
す
る
。

次
い
で
掌
典
補
よ
り
県
名
、
献
穀
の
種
類

品
種
名
、
量
及
び
献
納
者
の
氏
名
を
奏
読

さ
れ
、
次
に
掌
典
献
穀
を
拝
見
（
先
米
、

次
粟
）
終
っ
て
受
納
の
旨
を
申
す
、
以
上

で
献
穀
者
以
下

「
献
穀
の
間
」

を
退
出
！

休
所
に
入
る
の
順
で
献
上
式

は
お
ご
そ
か

に
終
了
し
た
。

尚
当
日

の
献
穀
は
北
海
道

と
東
北
七
県

で

各
県
別
に
行
わ
れ
た
、
次

に
香
川
掌
典

上

り
御
下

賜
品
を
手
渡
さ
れ

、
宮
中
三
殿

、

賢
所
、
皇
霊
殿
、
神
典
等

の
ご
説
明
の
擾

吹
上
正

門
前
ま
で
徒
歩
で
庭
園

等
の
説
明

あ
り
、
整
列
し
て
漸
く
し

て
吹
上
御
所

上

り
天
皇

皇
后
両
陛
下

お
出

ま
し

に
な
り
、

天
皇

陛
下

よ
り
の
お
言
葉
を
賜

り
、
次

い

で
先
に
各
県
別
の
作
況
の
報
告
を
伺

が
わ

れ
、
同

報
告
の
後
更
に
天
皇

陛
下

よ
り

の

激
励
の
お
言
葉
を
賜
り
、
次

に
皇
后

陛
下

よ
り
も
、
日

本
国
農
業
の
発
展

の
た
め
、

力
を

あ
わ
せ
健
康
に
注
意
せ

ら
れ
農
事

に

精
励
さ
れ
る
よ
う
と
の
お
言
葉
を
賜

り
湎

く
感
銘
を
受
け
、
最
後
に
晴
天
高

ら
か
に

一
同
万
才
三

唱
。
万

事
大
任
を
果

す
こ
冫
に

の
出

来
だ
喜
び
は
一
瞬
感

き
わ

ま
り
、
感

動
の
中
に
総
て
が
終
っ
た

。
続

い
て
米

、

粟

共
に
献
穀
の
慶
び
を
交

さ
れ

、
共

に
午

後
三

時
過

ぎ
ま
で
皇
居
内
を
ご
案
内

さ
にれ

二

重
橋
前
で
一
行
は
解
散
さ

れ
た
。
省

ろ

に
献
Ｌ

米
だ
け
に
殊
の
外
、
重
責
を
感
に

さ
せ
ら
れ
た
が
幸

い
に
も
冷
害

も
克
服

を

り
晴
れ
て
こ
の
よ
う
な
慶
び
を
迎
え

る
こ

と
出
来
ま
し
た
事
は
引

い
て
は
村
民
の
皆

様
方
の
御
指
導
の
賜
と
感
謝
申
し
上

げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
乂
今

回
の
た
め
特
に
御
指
導
ご
援
助
賜

り
ま
し
た
村
当
局
を
始
め
と
す

る
農
業
協

同

組
合

及
び
村
内
外
、
関
係
各
位

の
心

か

ら
な
る
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て

も
終
生
忘

る
ヽ
事
の
出

来
な

い
喜
び
を
深
く
感
じ

ろ

と
同

時
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
、
今

後

も
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
村
農
業
発
屏

が
た
め
、
お
報

い
い
た
し
度

い
所
存
で

あ

り
ま
す
。

村
長

坂
本
　
大
博

新
嘗
祭
献
穀
　
　
　
　
　
　
　

献
納
に
つ
い
て

(2)
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米
の
過
剰
現
象

か
ら
み
て
、
明
年
か

ら
農
林
省
は
一
七
〇
万

ｔ
の
生
産
調
整

を
実
施
す
る
方
針
を
固
め
、
十
月
三
十

一
日
各
県
主
務
部
長
会
議
を
開

き
、
水

田

利
用
再
編
対
策
案
大
綱
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
こ
と
と

思
う
。
主
な
中
味
は
、
開
田

の
抑
制
、

転
作
末
達
成
に
は
、
翌
年
度
に
木
達
成

分
を
上
乗
せ
す
る
と
か
、
転
作
を
十
ヶ

年
計
画
と
し
、
第
一
期
を
昭
和
5
3年
か

ら
5
5年

ま
で
の
三
ヶ
年
を
原
則

と
し
て

固
定
す
る
、
ま
た
集
落
を
最
少
単
位
と

し
た
区
域
で
、
米
作
農
家
全
員
に
よ
る

水
田

利
用
再
編
計
画
を

立
て
る
、
ま
た

転
作
奨
励

補
助
金
は
、
特
定
作
物
と
、

永
年
性
作
物
に
つ
い
て
は
、
基
本
額
を

五
万
五
千
円
、
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の

転
作
率
に
応
じ
て
最
高
二
万
円

を
加
算

す
る
。
特
定
作
物
は
、
大
豆
、
飼
料
作

物
、
麦
類
、
ソ

バ
、
甜
菜
、
永
年
作
物

は
、
果
樹
、
木
本
性
作
物
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
ホ

。
プ
等
で
あ
る
。
こ
れ
の
他

に
一
般
作
物

に
は
、
奨
励
補
助
金

が
基

本
額
が
四
万
円
、
計
画

加
算
額
が
一
万

～
一

二
二
万
円
。
農
協

に
水
田

管
理
を

委
託
し
た
場
合
、
ま
た
土
地
改
良
通
年

施
行
に
は
基
本
額
四
万
円
を
補
助
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

い
づ
れ

も
、
今
の
段

階
で
は
政
府
案
の
骨
子
で

あ
る
。
本
村
で
も
こ
の
対
策
に
充
分
な

配
慮
を
し
な
が
ら
、
今
後

、
有
利
な
水

田

転
作
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜

り
た
い
次
第
で
あ
る
。
次
に
は
、
有
利

な
転
作

々
物

に
つ

い
て
、
そ
の
作
り
方
、

所
得
試
算

、
作
型
別
所
得
試
算
を
資
料

と
し
て
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

計
溶ガ
接ス
掘地
削山
型
枠

種

目

百
五
十

人

五
十

人

五
十
人

五
十
人

計
画
人

員

※

経

験
不
要

一
一
一
年

以

上

一
一
一
年

以

上

経
験
年
数

※ ※
言

明所

の 事
証業
明 所

備

考

二

、
講

習

日

時

昭

和

五

十
三

年

一
月

下

旬

の

予
定

三

、
対
　

象
　

者

季

節

移

動

労
働

者

手
帳

所

持

者
で

あ

る
こ

と

四

、
実

施

機

関

及

び

場
所

イ
　

型

枠

…

建

設
業

労
働

災

害

防
止

協

会

（
青

森

県

建

設
会

館

内

）

口
　

地

山

掘

削
・：
　

々
　
　
（
　

々

）

水
田
五
五
〇

ア
ー
ル
、
ト
マ
ト

百
坪
、
肉
牛
四
頭

集
団
活
動
歴

蓬
田
４
Ｈ
Ｃ
・
Ｏ
Ｂ

拓
農
会
役
員

農業士

森　秀夫氏

昭
和
五
十
一
年
度
第
十
八
回
県

農
業

士
に
阿
弥
陀
川
八
戸
良
幸
氏
が
認
証
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

農業士

八戸良幸氏

問
　
わ
た
し
は
主
婦
で
、
主
人
が
職
場

で
年
金
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
場
合
は
国

民
年
金
に
入
ら
な
く

て
も
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

一 定 期 郵 便 貯 金 の 特 別 取 扱 い ー

ただいま、郵便局では、老齢福祉年金など

の支給をお受けの方に、とくに高い貯金利率

を適用する定期郵便貯金の取扱いをいたして

おります。

圏
　
国
民
年
金

は
強
制
加
入
が
原
則
で

す
が
、
例
外
と
し
て
、
他
の
公
的
年

金

に
加
入
し
て
い
る
人
た
ち
の
配
偶

者

（
い
わ
ゆ
る
主
婦
）
や
二
十
才
に

な
っ
た
学
生

さ
ん
は
強
制
適
用
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は
、
加
入
を
強
制

さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
希
望
す
れ
ば
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う

人
た
ち
の
こ
と
を
、
か
な
ら
ず
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

（
強
制
加
入

被
保
険
者
）
に
対
し
て

”
任
意
加
入

被
保
険
者

″
と

い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
損
得
の
点

か
ら

い
え
ば
、

早

く
加
入
し
た
方
が
将
来
の
た
め
に

よ
い
と
い
え
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

早
く
加
入
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
年
金

額
が
多
く
な
る
し
く
み
だ
か
ら
で
す

● ご 利 用 で き る 方

老齢福祉年金，障 害福祉年金，田子福祉年金，準田子福祉

年金，老齢特別給付金，児童扶養手当,特別児童扶養手当，

福祉手当， 原爆被爆者の特別手当 ・健康管理手当および保

健手当の支給を受けられている万

● お 預 け に な れ る 金 額 おひとり100 万円 まで

● お 預 け 期 間　　　　 １ 年

● 貯 金 利 率　　　 年 ６ブ5 ％

● 取 扱 い 期 間　52 年５月21 日から12 月31日 まで

郵便局をあら がじめ１局お決めのうえこ利用く ださい。

なあ，銀行など他の金融機関で，すでにこの 種の 預貯金を

ご利用にならｎ ている場合には，お取扱いできません。

お申し 込みの際には，お手数でも 年金証書・手当証書

（蔀たは 保管 証）・受給者証明 書をお持ちください。

郵 便 局

･5j.5調

詳しいことは，お気軽に郵便局の窓口へどうぞ。

米
の
生
産
調
製
　
　
　
　
　
　
　
　

概
要
（
昭
5
3
）

昭
和
五
十
二
年
度
冬
期

技
能
講
習
会
に
つ
い
て

例
年
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
技
能
講
習

会
が
本
年

度
も
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
決

り
ま
し
た
。
実
施
時
期
は
一
月
下
旬
の

予
定
で
す
。
実
施
種
目
は
次
の
と
お
り

で

す
。

一

、
技
能
講
習
種
目

農
業
経
営
状
況

青
年
農
業
士

森
　

秀
夫
氏
　
二
十
七
才

阿
弥
陀
川
部
落

○

昭
和
五
十
二
年
度
第
十
九
回
県
農
業

士
認
証
さ
れ
る
。

賞
区
分
　
三
等

高
田
隆
広
氏
　

郷
沢
部
落

品
種
名
　

米
寿

（
ト
マ
ト
）

○

第
十
九
回
青
森
県
農
業
祭
が
十

一
月

五
日

か
ら
七
日
ま
で
鶴
田
町
で
開
催
さ

れ
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
　

ガ

ス
溶

接

…

青
森

溶

接

協
会

（
青
森

共

同

高

等

職
業

訓

練

校
内
一

受

講

希
望

者

は

十
二

月

二

十

日

ま

で

役
場

産

経

課

へ

お
申

し
込

み
下

さ

い
。

産
経
課
の
コ
ー
ナ
ー

蓬
田
村
役
場
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蓬小学芸発表

会
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あ
！
う
ち
の
…
…
…

な
ん
だ
、
と
な
り
の
娘
か
ぁ
・
…

「
ズ

ホ

ホ

、

う

め

エ
う

め

エ
」

”お
母
ち

ゃ
ん

メ
シ
で
き
た
よ
う
”

な

ん

と

、
こ

の
虫

歯

″
　

こ

れ

が

ほ

ん
と

の

ひ
ど
い
“
歯
ナ
シ
”

オ
！
美
し
い
な
あ
…
…

花

が
…
…

美
し
過
ぎ

る
似
顔
絵

ち
ょ
っ
ひ
り
自
信
過
剰
？

“
世
紀
の
対
局
”

タタリジャー！

迷
場
面父
ひ
っ
く
り
か
え
る

学
級
全
員
フ
ル
に
活
躍
し
て

つ
く
っ
た
”
フ
ル
新
聞
”

“
ガ
ン
バ
ッ
テ
イ
マ
ス

英
単

語

の

勉
強

”

蓬 中 文 化

祭



(6)蓬　　　　　　 門き ょ うい く

最
近
の
子

ど
も
た
ち
は
、
あ
ま
り
遊

ば
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

仲
間
で
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
遊
び
煬
の

不
足
、
交
通
事
故
の
危
険
、
進
学
の
準

備
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
親
や
お

と
な
の
遊
び
に
対
す
る
考
え
か
た
も
、

子
ど
も
の
遊
び
を
消
極
的
に
し
て
い
る

こ
と
を
見
落
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
と
な
の
世
界
で
は
、
遊
び
は
非
生

産
的
で
あ
り
、
よ
く
な
い
意
味
に
と
ら

れ
が
ち
で
す
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
遊

び
に
つ
い
て
も
、
小
さ
い
う
ち
は
見
の

本
来
、
子
ど
も
は
戸
外
で
自
由

に
遊

び
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

気
の
あ
っ
た
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
遊

ぶ
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
仲
間
に
よ

る
遊

び
を
よ
く
観
察
し

て
み
ま
す
と
、

・
み
ん
な
で
遊

び
の
ル

ー
ル
を
作
り
、

そ
の
ル
ー
ル
の
な

か
で
、
自
己
の
知

的
、
体
力
的

な
能
力
を
ど
の
よ
う
に

発
揮
し

た
ら
よ

い
か
を
学
ん
で

い
ま

す
。

・

相
手

と
意
見
の
衝
突
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
遊
び
仲
間
が
成
立
す
る
た
め
に

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
己
の
要
求

を
お
さ
え
、
協
調
す
る
こ
と
の
た
い

せ
つ
さ
や
、
そ
の
た
め
の
方
法
を
知

り
ま
す
。

・

そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
役
割
の
な

か
で
、
自
分
は
ど
ん
な
行
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
理
解
し
、
そ

の
責
任
を
す
す
ん
で
果
た
そ
う
と
努

力
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
は
遊
び
を

通
し
て
連
帯
性
、
協
調
性
、
責
任
感
な

ど
を
養

い
、
人
間
関
係
を
学
ん
で

い
る

の
で
す
。

全
な
活
動

ば
か
り
を
す
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
経
験
に
乏
し
く
、
思
考
力

も
十
分
で
な

い
の
で
、
危
険
な
遊
び
や
、

よ
く
な
い
遊
び
に
興
味
を
も
つ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
一
人
の
と
き
に
は
、

し
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て

い
る
こ

と
で
も
、
集
団

に
な
る
と
、
と
き
の
い

き
お
い
で
よ
く
な

い
方
向
に
進
ん
だ
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
集
団
が
悪
い
方

向
に
進
ま
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
遊
び

の
教
育
的
価
値
を
高
め
る
た
め
の
活
動

が
行
な
え
る
よ
う
、
お
と
な
が
愛
情
を

も
っ
て
見

ま
も
り
、
よ

い
環
境
の
な
か

で
、
活
発
な
活
動
が
展

開
で
き
る
よ
う
、

吐
ひ
け
て
い
く
f
)と
が
な
い
吐
つ
ご
ナ
。

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人
研
修
会
開
催
さ
れ
る

去

る
十
一
月
二
十
三
日
中
央
公
民
館

に
於
て
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
、
世
話
人

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
世
話
人
の
役
割

と
子
ど
も
会
員
の
手
に
よ
っ
て
自
主
的

に
運
営
出
来
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の
つ
ど
い

の
す
す
め
方
を
研
修
し
た
。

◎
遊
び
は
子
ど
も
の
生
活

子
ど
も
会
は
、
子
ど
も
を
構
成
員
と

す
る
集
団
で
す
が
、
そ
こ
に
指
導
者
と
、

育
成
者
と
が
加
わ
り
成
立
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
会
と
は

か
し
ま
す
が
。
大

き
く
な
る
と
机
に
向

っ
て
勉
強
す
る
こ
と
を
強
い
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
遊
び
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、

お
と
な
の
仕
事
と
同
様
に
重
要
な
も
の

で
あ
り
、
成
長
す
る
う
え
に
欠
く
こ
と

の
で

き
な

い
活
動
で
す
。

◎
遊
び
か
ら
学
び
と
る
も
の

◎
集
団
を
見
ま
も
り
、
育
て
る

子
ど
も
の
遊
び
集
団
は
、
い
つ
も
健

◎
子
ど
も
会
の
ね
ら
い

孑
ど
も
は
。
迦
び
付
間
を
求
め
て
お

り
、
遊
び
を
通
じ
て
社
会
の
一
員
と
し

て
必
要
な
知
識
、
技
能
、
お
よ
び
態
度

を
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
の
遊
び
の
特
徴
を
と
ら
え
、
健

全
な

仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
、
心
身
の
成
長

発
達
に
た

い
せ
つ
な
活
動
を
促
進
助
長

す
る
の
が
子
ど
も
会
で
す
。
こ
の
よ
う

な
活
動
は
、
学
校

や
家
庭
に
お
け
る
教

育
と
と
も
に
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い

重
要
な
教
育
的
活
動
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
ょ
う
Ｏ

今
日
の
子

ど
も
は
、
来
る
べ
き
2
1世

紀
に
生
き
る
…
…
。
子
ど
も
を
豊
か
な

社
会
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し

い
人
間
と

し

て
育
て
る
た
め
に
、
子
ど
も
会
活
動

を
ひ
ろ
く
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

キャンド ルのつ どい

火は人疝 び て 右 ひ しるしで懽。笥ニタ穴有亂 舁三丿 火とし て羣ﾐ冖 グ

開発冫がでも 、滸一々 火黄は鐚にはびい鰤 優 と夢兪をしっグいｊ 寸 。り
鴎にし倚影乱 乙るー・)のとも 廴びに匚 べ

簡
の力三 の乙るしで枦'い 濕

丿彰 淀

でヽも郎 にま懼 巧 とヽ乙会グ)つとヽ いでは 、豪しくブりか気 付し圈銭 盛りあげ 、
キダン白しのともしびと見つめびかう 子ども

銘
目的嶮 、一年ya4グ)逓 動さふ

りか尨っアみｊ しＪう 。
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舞
　
私
の
娘
は
、
今
春
高
等
学
校
を
卒

業
し
て
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
三
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
る
か
ど
う
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

圏
　
個
人
の
住
民
税

は
、
退
職
金
を
除

き
前
年
中
の
所
得
を
基
準
と
し

て
課

税
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
今
年
の
春

に
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
就
職

さ
れ

た
あ
な
た
の
娘
さ
ん
の
よ
う
な
場
合

は
、
今
年
度
の
住
民
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん

。

ま
た
、
来
年
度
は
昭
和
五
十
二
年

の
所

得
を
基
準
と
し
て
、
住
民
税
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

娘
さ
ん
が
来
年
の
一
月
一
日
現
在
で

満
二
十
才
未
満
で
あ
っ
て
、
昭
和
五

十
三
年

の
所
得
が
八
十
万
円
（
給
与

の
収
入
金
額
に
し
ま
す
と
年
間
約
一

三

二
万
円

に
な
り
ま
す
）
以
下

で
あ

る
場
合

匚
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

物品税の負担割合

（
住

宅
）
※

別
荘

は
除

き

ま
す

。

土
地
家
屋
を

取
得
し
た
ら
！

問
・
先
月
、
不

動
産

（
土
地
、
家
屋
）

を
購
入
し
た
の
で
す
が
？

答
・
県
税
で
は
不
動
産
取
得
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

問
・
不
動
産
取
得
税

と
は

ど
ん
な
税
金

な
の
で
す
か
？

答
・

あ
な
た
が
土
地
や
家
屋

（
住
宅
、

店
舗
、
工

場
、
倉
庫
、
小
屋
等
）
を
購

入
し
た
り
、
贈
与
を
受
け
た
り
、
ま
た

家
屋
を
新
築
し
た
り
、
増
改
築
し
た
場

合

課
せ
ら
れ
る
税
金
で
す
。

問
・
税
金
は
ど
の
く
ら
い
の
額
に
な
る

の
で
し

ょ
う
か
。

答
・

土
地
や
家
屋
を
購
入

し
た
時
は
市

町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
価
格
の
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
家

屋
を
新
築
し
た
場
合
は
、
評
価
額
の
三

パ
ー
セ
ン
ト
が
税
額
に
な
り
ま
す
。

住
宅
を
建
築
し
た
時
に
限
り
課
税
標
準

額
の
算
定

に
あ
た

っ
て
一
戸
に
つ
い
て

三
百
五
十
万
円
が
評
価
額
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

課
税
標
準
額
と
な

る
べ
き
額
が
次
の
価

格
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

土
地

十
万

円

家
屋

建
築
し
た
場
合

二
十
三
万
円

そ
の
他
の
場
合
　

十
二
万
円

納 税は

＊県村民税第４期分

＊固定資産税第３期分

＊国民健康保険税第４期分

－12 月25 月までー

運転者のみなさんへ
1

2

3

4

１。傘を前にさしかけて歩いている人を見かけま

すが，良く前が見えるよう匚心がけて下さい。

自転車利用者はｍ合羽などを利用しましょう。

２．みぞれや雨の日の夜は見えにくいので， 囗に

つきやすい服装や，反射テープなどを利用しま

しょう。

み ぞ れ 。 雨 天 時 の

交 通 事 故 を 防 ご う

12月に入り，平野部でも雪のだよりの聞かれる

頃となりました。

毎年二の時期になりますと，みぞれや雨の日が

多く自動車の運転者や歩行者にとって，路面がぬ

れたり凍ったりして滑りやすくなるなど交通事故

につながるいろいろな悪い条件が出てきます。

運転者，歩行者，自転車利用者のみなさん，ひ

とりひとりが次の事を守って交通事故防止につと

めて下さい。

だ ば こ は 村 内 か ら

買いましょう″

たばこ消費税は村の大きな財源です。

９月分消費税　1,  137, 560円

10月分　 ／／　　　　　868, 540円

350

万

円

課税対象額

◎
今
春
高
卒
の
娘
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
か

課務税ーなーの課務税ーナーコ務税ーナーコ務税ーナーコ務税安全速度を守り，スリップ事故を防ごう。

自動車等の点検・整備は完全に。

車間距離は十分すぎる程に。

寸べり 十め装置の準備は早めに。

歩行者，自転車
利用者のみなさんへ

税
務
課
コ
ー
ナ
ー



(8)蓬　　　　　　　 門

農
水
放
談

「
虹
よ
永
遠
」
読
後
考

▲
こ
れ
は
前
全
国
農
協
婦
人

組
織
協
議
会

長
を
十

一
年
間
勤
め

た
神
野

ヒ
サ
コ
の
著

書
で

あ
る
。

か
つ
て
蓬
田
農
協

に
立
寄

っ
た
際
坂
本

敏

指

導
課
長
か
ら
こ

れ
を

読
ま
な
い
か
と
渡

さ
れ
た
一
冊
が
こ
れ
で

あ
っ
た
。

▲
そ

こ
で

全
国

農

協

婦
人

部

長
は
ど
な

た
で
あ
る
か
私

の
頭

の
中

に
サ
ラ
く

な

か
っ
た
。

あ
え
て
云
え
ば

知
る
能
力

も
な
く
必
要
性

と
も
全
く
の
門
外
で

あ
っ
た
。

こ
の
著
書
を

読
み

初
め
て
知
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

失
礼
で
は

あ
る
が
農
協
役
員
も
婦
人
部
の

役
員
で

も
知

る
者

は
少
な
か
ろ
う
と
思
う
。

オ
ー
ル
知

っ
て
お
れ
ば
あ
や
ま
る
。

▲
彼
女
は
愛
媛
県
小

松
町

の
大
で
明
治
三

十
年
生

れ
で

私
が
三

才
の
と
き
愛
媛
県
女

子
師
校
を

卒
い
教
師
と
な
り
退
職
後
要
請

に
応
じ
会
長

の
職
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

彼
女
は
最

初
手

が
け
た
こ
と
は
全
国
の
未

組
織
を
如
何

に
し
て
仲
間
に
加
え
る
こ
と

で

あ
っ
た
。

彼
女
の

精
力
的

千
不
ル

ギ
ー
は
東
西
南
北

男
も
及

ば
ぬ
活
動
力
を
以
て
全
国
三
百
二

十
万
人

の
部
員
を

擁
（
よ
う
）
す
る
一
大
部

隊
長
と
な

る
。

こ

れ
が
末
端
の
部
員
の
活
動

に
よ

っ
て
各

単
協

は
勿
論
全
農
協
連
に
貢
献

さ
れ
た
か

は
疑

う
余
地
は
あ
る
ま

い
。

▲
三
百
二
十
万
人
の
部
員
の
組
織
を
如
何
に

団
結
を
固

め
る
に
は
各
人

の
組
織
人
と
し

て
教
育

が
要
求

さ
れ

る
こ
と
に
着
目
し
、

更
に
農
村
生

活
が
都
市

化
さ
れ
つ
ヽ
あ
り
、

更
に
農
村

に
都
市
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
に
よ
り

農
村
ば
な

れ
の
風
潮
は
上

げ
潮
の
如
く
押

し
寄
せ

て
来
る
。

量
的
発
展

か
ら
質
的
充
実
を

高
め
る
た
め

集
落
に
至

る
ま
で
学
習

と
実
践
の
撤
底
に

努
め

る
こ
と
に
な

っ
た
。

▲
先

に
昭
和
三

十
二
年

第
三

回
大
会
に
お

い
て
部

員
一
人
十
円

カ
ン

パ
に
よ
り
三
百

二
十
万
円

で
映
画

「
荷
車
の
耿
」
の
制
作

を
議
決

さ
れ
た
。

彼
女
は

そ
れ
を
引
継

ぎ
の
と
き
は
半
分
し

か
資
金

は
集
っ
て

お
ら
ず
、
末
端
組
織
の

弱
さ
を

身
を
以
て

体
験
し
、
血
の
に
じ
む

思
で
奔

走
し
就
に
婦
人

の
手
に
よ
っ
て

「
荷
車

の
歌
」
が
完

成
さ
れ
た
の
で

あ
る

。

組
織
固

め
と
平
行
し

て
映
画
の
完
成
こ
そ

当
時

の
婦
人
部
一
人
／
～

の
頭
の
中
か
ら

消
え

な
い
こ
と

ヽ
思

れ
る
。

▲
然

る
に
去
る
者

疎
（
う

）
と
し
と
か
、
時

が
流

れ
る
に
つ
れ
人

々
の
頭
の
中

か
ら
消

え
失

せ
た
こ
と

か
話
す
る
者
も
少
く
な
っ
た
。

全
国

の
婦
人
部
は

ど
う
な
っ
て
お
る
の

か

私
は

知
る
由
も
な

い
。

毎
年

米
価
運
動
は
年

中
行
事
の
よ
う
な
も

の
で

新
聞
等
に
報

導
さ
れ
農
村
婦
人
の
姿

が
目

に
写
る
の
み

で
あ
る
。

情
報
活
動
が

ど
う
な
っ
て

お
る
の

か
こ

れ

か
ら
で
も
知
り

た
い
と
思

っ
て

お
る
。

▲
そ
の
外
彼
女

は
結
婚
の
相
談

に
応
じ

た

り
あ
ら
ゆ

る
社
会

教
育
に

も
心
を
砕

い
て

い
る
。

教
師
あ
が
り

だ
か
ら
と
云

え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
決
し

て
そ
ん
な
う
す

っ
ぺ
ら
な
も

の
で
は
な

い
。

偉
大
な
婦
人

活
動
家
と
評

す
る
に
充
分
な

素
質
が
あ
ろ
う

。

「
荷
車
の
歌
」
は

「
女

の
一
生
」
に
次
ぐ

名
映
画
で
あ

る
と
私
な

り
に
評
価
し
て

い

も
う
一
度
ゆ

っ
く
り
あ
の
映
画
を
観
賞
し

た

い
も
の
だ

と
常
に
考
え
て
お
る
。
わ
が

農
協
婦
人
部
で

計
画

し
フ
イ
ル
ム
を
借
り

求
め
も
う
一

度
あ
の
映
画

を
観
て
往
時
を

想

い
変
り
行

く
現
代

農
村
世
相
と
対
照
し

て
み
る
の
も
当
を

得
た
も
の
で
は
な

か
ろ

う
か
と
考
え

て
お
る
。

更
に
私
た
ち
会

員
一
人

十
円

出
し
て
作

っ

た

映
画

で
あ
る
と
認
識
を
新

た
に
す
る
必

要
が

あ
ろ
う

。

▲
神
野
氏
が
今

だ
元

気
で
あ
れ
ば
ふ

る
さ

と
に

お
い
て
社
会

教
育
に
力
を
注

い
で

お

る
こ
と

ヽ
思

れ
る
。

そ
の
後

の
様
子

を
追
跡
し
て
み
た

い
気
を

も

っ
て

い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

か
つ
て
明
治

神
宮
の
杜
に
青
年
会
館
を
建

設
の
際
当
時

の
全
国

青
年
団
員
一
人

一
円

の
カ
ン

パ
に
よ
っ
て
青
年
の
殿
堂

に
応

し

い
も
の
で

あ
っ
た
が
時
代
の
推
移

に
よ

っ

て
不
自
由
な
面

が
生
じ
現
在
大
改
造

に
か

か
っ
て
お
る
。

当
時

の
一
円

は
土
方
作
業

に
出

て
も
一
円

八
十
銭

か
八

十
五
銭
位
の
貨
金
で

あ
っ
た
。

当
時

の
青
年

は
現
在
六
十
才
前
後

の
者

が

多

い
そ

れ
ら
の
者
の
頭
の
中

に
吾

々
一
圜

の
力
で
立

派
な
会
館
が
生

れ
た
も
の
だ
と

今
で

も
消

え
て
お
ら
な

い
筈
で

あ
る
。

婦
人

部
員
一
人
十
円
に
よ

っ
て
あ
の
大

作

が
完

成
し
た
こ
と
は
忘
れ

て
は
な
ら
な

い

こ
と
だ
と
思

れ
る
。

「
災

害
は
忘
れ
た
頃

に
や

っ
て
来
る
」
こ

ん

な
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
何

も
の
で
も

忘
れ
る
頃

に
思

い
起
す
の

も
決

し
て
無
駄

な
も
の
で
は
な

か
ろ
う

と
考
え
て
お
る
。

一
九
七
七
・
七
・
二
〇

展 示 会 場

松
風
会
員
盆
栽
展
示
会

（
高
令
者
教
室

盆
栽
ク
ラ
ブ
）

去
る
十
一
月
十
日

、
十
一
日
の
二
日

間
王
松
児
童
館
に
於
て
松
楓
会
員
（
会

長
細
谷
與
三
郎
氏
）
　に
よ
る
盆
栽
展
示

会
が
開
催

さ
れ
村
民
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。

展 示 会 場

戸
籍
の
窓
口

藤
　
田
　
亜
　

希
（
修
一

こ
一
女
）

伊
豫
部
　

美
希
子

（
良
次
・
長
女
）

越
　

田
　

智
　
一
　
足

美
・
長
男
）

木
　

村
　

慎
　
介

（
昇
次
・
長
男
）

永
　

沢
　

雅
　
也

（
勝
幸
・
長
男
）

◎
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

小
　

松
　

善
　

春
　
　
（
阿

弥

陀

川
）

八
　

幡
　

伊
三

郎
　

（
高
　

很

）

工
　

藤
　

そ
　

よ
　
　
（
長
　

科

）

（
農

協

婦

人

と
わ

た

し
）

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
月
受
付
分

（
市
町
村
名
は
本
籍
の
表
示
で
す
。
）

横
　

山
　

害
ｔ
　
光
　
　
（
中
　

沢

）

（

藤
　

田
　

幸
　

枝
　
　
（
神

奈
川

県

）

橋
　

本
　

峰
　

喜
　

（
新

潟
県

）

（

中
　

村
　

佳
　

子
　

（
広
　

瀬

）

高
　

杉
　

重
　

穂
　

（
青

森
市

）

（

倉
　

谷
　

恵

久
子
　
　
（
阿

弥

陀
川

）

木
　

村
　

正
　

広
　

（
青

森
市

）

（

倉
　

谷
　

久

美
子
　
　
（
阿

弥

陀
川

）

武
　

井
　

悛
　

悦
　
　
（
蓬
　

田

）

（

広
　

海
　

志
　

保
　

（
青

森
市

）

石
　

黒
　

宗
　

秀
　

（
長
　

科

）

（

佐

々
木
　

秀
　

子
　

（
青

森
市

）

稲
　

葉
　
　
　

茂
　

（
高
　

根
）

（

今
　

田
　

弘
　

子
　

（
青

森
市

）

吉
　

崎
　
　
　

平
　
　
（
蓬
　

田

）

（

小
　

泉
　

恵

利

子
　

（
青

森

市
）

川
　

島
　

善
　

光
　
　
（
中
　

沢
）

（

棟
　

方
　

洋
　

子
　

（
青

森

市
）

高
　

田
　

修
　

悦
　
　
（
郷
　

沢
）

（

土
　

屋
　

育
　

子
　
　
（
東

京

都
）

坂
　

本
　
　
　

貢
　

（
青

森

市
）

（

福
　

井
　

悛
　

子
　
　
　（
郷
　

沢
）
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